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企業価値の向上に貢献する
NSSOLのDX事業戦略
日本製鉄を母体として生まれた日鉄ソリューションズ（株）（NSSOL）。鉄の温度計算を応用して、
NSSOLは1996年に日本で初めてデリバティブ（金融派生商品）の値動きを予測するシステムを
メガバンク向けに構築、2014年には鉄の生産計画に必要とされる技術を応用してJリーグですべ
てのチームに公平な試合開催日程を算出するなど、鉄づくりで培ったIT活用力を、製造から金融、
交通、医療、スポーツに至るまで、さまざまな業種へ展開してきました。DX新時代においても
最適なソリューションを提供し、ITパートナーとして企業価値の向上や社会課題の解決に貢献していく、
NSSOLのDX事業戦略を紹介します。

デジタル技術とデータを駆使するDXDXデジタル技術とデータを駆使するDXデジタル技術とデータを駆使するデジタル技術とデータを駆使するDXデジタル技術とデータを駆使する
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も
の
づ
く
り
の
変
革
力
を

強
化
す
る

日
本
の
も
の
づ
く
り
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
な
感
染
拡
大
な
ど

の
影
響
に
よ
り
、
事
業
環
境
が
予
測
困
難
な

ほ
ど
激
し
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
そ
の
不
確

実
性
の
な
か
で
企
業
に
は
、
こ
れ
ま
で
と
異

な
る
変
革
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

企
業
の
変
革
力
を
高
め
る
上
で
、
強
力
な

武
器
と
な
る
の
が
デ
ジ
タ
ル
技
術
と
デ
ー
タ

で
す
。
も
の
づ
く
り
の
現
場
で
は
A
I（
人

工
知
能
）、
I
o
T（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
）、
5
G（
第
5
世
代
移
動
通
信
シ
ス
テ
ム
）

な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
駆
使
す
る
こ
と
で
、

設
備
の
管
理
や
モ
ノ
の
動
き
と
い
っ
た
情
報

を
、
よ
り
詳
細
な
デ
ー
タ
で
、
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
、
大
量
に
収
集
し
活
用
す
る
環
境
の
整

備
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

製
造
工
程
に
は
、
研
究
開
発
|
製
品
設
計

|
工
程
設
計
|
生
産
な
ど
の
連
鎖
で
あ
る
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
チ
ェ
ー
ン
と
、
受
発
注
|

生
産
管
理
|
生
産
|
流
通
・
販
売
|
ア
フ
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
連
鎖
で
あ
る
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
。
収
集
さ
れ
た
製
品

や
生
産
技
術
に
関
す
る
デ
ー
タ
が
、
こ
の
2

つ
の
チ
ェ
ー
ン
を
通
っ
て
流
れ
、機
械
や
技
術
、

人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
結
び
つ
け
る
こ

と
で
、
生
産
性
の
向
上
や
新
た
な
付
加
価
値

を
生
み
出
し
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
と
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
、

顧
客
や
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
も
と
に
製
品
や
サ
ー

ビ
ス
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
変
革
す
る
D
X

を
推
進
す
る
こ
と
で
、
企
業
は
競
争
優
位
性

を
高
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

直
面
す
る
難
所
を

乗
り
越
え
る

企
業
は
長
年
に
わ
た
り
、
価
値
を
生
み
出

し
、
世
の
中
へ
届
け
る
た
め
の
仕
組
み
を
つ

く
り
、
磨
き
続
け
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
企
業
が
D
X
の
推
進
を
成
功
に
導
く
た

め
に
は
、
3
つ
の
乗
り
越
え
る
べ
き
難
所
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

Ｄ
Ｘ
で
直
面
す
る
1
つ
目
の
難
所
は
、

「
統
合（
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
）に
よ
る
変

革
」で
す
。
企
業
は
長
い
年
月
を
か
け
て
基

幹
業
務
を
処
理
す
る
Ｓ
ｏ
Ｒ（System

 of 
Record

）を
整
備
し
て
き
ま
し
た
。
Ｓ
ｏ
Ｒ

と
は
企
業
内
の
業
務
を
実
行
す
る
た
め
の
基

幹
シ
ス
テ
ム
群
で
、
経
理
・
人
事
、
受
発
注

管
理
、
製
造
・
在
庫
管
理
な
ど
の
シ
ス
テ
ム

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
顧
客
と

企
業
を
つ
な
ぐ
た
め
の
Ｓ
ｏ
Ｅ（System

 of 
Engagem

ent

）の
導
入
と
改
善
、
洞
察
や

知
見
を
得
る
た
め
の
Ｓ
ｏ
Ｉ（System

 of 
Insight

）の
試
行
活
用
も
継
続
し
て
行
っ
て

い
ま
す（
図
1
）。
こ
れ
ら
は
こ
れ
ま
で
業
務

プ
ロ
セ
ス
・
組
織
ご
と
に
個
別
最
適
化
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
高
い
価
値
を
よ
り
柔
軟
に

生
み
出
す
た
め
に
は
、
業
務
・
組
織
の
横
断

的
な
統
合
に
よ
る
全
体
最
適
化
が
必
須
と
な

り
ま
す
。
全
体
最
適
化
は
デ
ジ
タ
ル
技
術
が

System of Insight

System of Engagement System of Record

SoI

SoE SoR

洞察を得て高付加価値を
生み出すシステム

顧客と企業をつなげる
システム

企業内部の大量データを
管理・蓄積するシステム

スピード・スケーラビリティ重視
・EC サイト
・スマホアプリ
・IoT 家電　など

・基幹業務システム
　（人事・会計など）
・データベース　など

SOEと SORの間を行き来する
トランザクションの分析により、
顧客要求や市場動向などの
洞察・意思決定を行う

個別最適化

SoI

全体最適化

・シミュレーションツール
・BI ツール　など
※ BI（ビジネスインテリジェンス）
企業の情報システムなどで蓄積される膨大な
業務データを、利用者が必要に応じて分析・加
工し、業務や経営の意思決定に活用する手法。

堅牢性・信頼性重視
けんろう

SoI

SoE SoR

SoI

SoE SoR

SoI

SoE SoR

図 1　個別最適を超えた統合（インテグレーション） による変革
組織の壁を越えて目的を共有・啓蒙し、バラバラな業務やデータをつなぐため、多岐にわたる変革の統制が必要になります。
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　日本製鉄は全国に製鉄所が存在します。これまで生
産工程では、受注・販売計画をもとに本社で粗計画を
立案し、その粗計画をもとに各製鉄所で詳細な生産計
画を策定し、生産を実施してきました。各製鉄所の生
産・販売ラインを組織ごとに個別最適化しているため、
全社で生産の全体最適を俯瞰することは極めて困難な
状況でした。また最初の受注・販売計画から出荷され
るまでの期間が長いため、柔軟性を持った計画が難しく、
全体最適化が極めて難しいプロセスになっていました。

　そこで全体利益を最大化するため、NSSOLと連携し
て全体最適化を「見える化」する「仮想ワンミル」の実現
を目指しています。本社・製鉄所の情報を一元化して
保持できる統合データ基盤を保持し、本社・製鉄所間
で柔軟に計画を変更し常に最適な生産を実現すること、
そして統合データ基盤の上にAI・デジタルツイン基盤
を構築して全社横断の気づきを得ることで、全体プロ
セスの最適化に取り組んでいます。

可
能
に
す
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
過
程
で
難

所
が
現
れ
ま
す
。
組
織
の
壁
で
す
。
目
的
を

共
有
・
啓
蒙
し
、
バ
ラ
バ
ラ
な
業
務
や
デ
ー

タ
を
つ
な
ぐ
た
め
、
多
岐
に
わ
た
る
変
革
の

統
制
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
組
織
の
壁
を

越
え
る
こ
と
、
組
織
を
変
え
る
こ
と
は
、
極

め
て
難
易
度
が
高
い
と
い
え
ま
す
。

D
X
で
直
面
す
る
2
つ
目
の
難
所
は
、「
積

み
重
ね
て
き
た
競
争
力
の
変
革
」で
す
。
業

務
シ
ス
テ
ム
や
業
務
プ
ロ
セ
ス
、
そ
し
て
組

織
に
は
事
業
領
域
ご
と
に
独
自
の
ノ
ウ
ハ
ウ

が
集
約
さ
れ
、
各
社
独
自
・
組
織
独
自
の
競

争
力
の
源
泉
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
絶
妙

な
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
そ
れ

ら
の
何
を
変
え
、
何
を
残
し
、
何
を
捨
て
る

か
の
判
断
と
実
行
が
大
変
難
し
い
こ
と
で
す
。

「
2
0
2
5
年
の
崖
」で
語
ら
れ
る
レ
ガ
シ
ー

シ
ス
テ
ム
を
、
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
ど
の

よ
う
に
モ
ダ
ナ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン（
最
新
化
）す

る
の
か
と
い
う
課
題
が
大
き
く
横
た
わ
っ
て

い
ま
す
。

D
X
で
直
面
す
る
3
つ
目
の
難
所
は
、「
単

発
で
終
わ
ら
な
い
持
続
的
な
変
革
」で
す
。

こ
れ
ま
で
も
企
業
は
ヒ
ト
・
カ
ネ
・
時
間
を

か
け
て
改
革
・
変
革
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
が
、
世
の
中
が
加
速
度
的
に
変
化
し
続
け

る
事
業
環
境
に
合
わ
せ
て
、
こ
れ
か
ら
も
組

織
を
変
革
し
続
け
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

ONE
MILL

J-MIMO

ICI

NSSOL

（　　　　　　  ）

（　　　　　　  ）

（　　　　  ）

変革を実現するファーストDXパートナー
生産効率のさらなる向上

日本製鉄　仮想ワンミルに向けて
複数事業所の横串連携により生産の柔軟性向上と全体最適化を目指して
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「
こ
の
3
つ
の
難
所
を
お
客
様
と
共
に
乗
り

越
え
よ
う
と
私
た
ち
Ｎ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｌ
は
考
え
て

い
ま
す
。
お
客
様
が
積
み
重
ね
て
き
た
競
争

力
の
源
泉
で
あ
る
業
務
プ
ロ
セ
ス
・
組
織
・

シ
ス
テ
ム
の
変
革
を
持
続
的
に
イ
ン
テ
グ
レ
ー

ト
し
ま
す
と
い
う
意
気
込
み
を
変
数
Ｘ
に
込

め
て
、System

 Integrator（
シ
ス
テ
ム
イ

ン
テ
グ
レ
ー
タ
）か
らX

 Integrator（
Ⅹ
イ

ン
テ
グ
レ
ー
タ
）へ
と
自
分
た
ち
を
変
革
さ
せ
、

お
客
様
の
Ｄ
Ｘ
を
支
え
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
お
客
様
の
Ｄ
Ｘ
実
現
に
向
け
て

共
に
歩
み
続
け
る『
フ
ァ
ー
ス
ト
Ｄ
Ｘ
パ
ー
ト

ナ
ー
』と
な
る
こ
と
が
、
私
た
ち
の
目
指
す
べ

き
姿
で
す
」（
Ｎ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｌ
齋
藤
聡
執
行
役
員
）

日鉄ソリューションズ（株）
DX推進＆ソリューション企画・
コンサルティングセンター所長
兼技術本部システム研究開発センター所長

齋藤 聡 執行役員

　NSSOLは日本医師会のITパートナーとして、医療情
報を匿名化して第三者に提供するシステムを構築する
匿名加工ソリューションを開発しました。このシステ
ムは、利活用が進んでいなかった国民の健診情報、電
子カルテ情報、介護情報などを、全国の医療機関や自
治体から収集して統合・蓄積し、匿名加工をして研究
機関や自治体、製薬会社などに提供するものです。数
十億件規模の医療情報を蓄積・提供するため、大規模
なデータベースの構築技術と高度な匿名化技術が駆使
されています。

　さらにNSSOLは、次世代医療基盤法に基づいて内閣府、
文部科学省、厚生労働省、経済産業省より「認定医療情
報等取扱受託事業者」の認定を取得。認定匿名加工医療
情報作成事業者である（一財）日本医師会医療情報管理
機構（J-MIMO）が、認定受託事業者であるICI（株）に委
託する、認定事業の一部業務を再委託されています。
　組織や分野を越えた医療情報の安心・安全な利活用
が進み、臨床研究を中心とする医療分野の研究開発の
進展や、より質の高い健康・医療サービスの提供が期
待されています。

ONE
MILL

J-MIMO

ICI

NSSOL

（　　　　　　  ）

（　　　　　　  ）

（　　　　  ）

社会課題の解決

次世代医療基盤法に基づく認定医療情報等取扱受託事業
匿名加工医療情報の利活用による医療研究開発の進展をバックサポート
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